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加工前

連続端子の自動挿入技術による
多品種合理化生産

▲

自動挿入機で端子をセットした場合でも、インサート成形と同等の端子保持力があること

▲

自動挿入機で端子をセットした場合でも、インサート成形と同等の位置精度を保証できること

▲

連続端子を使用しても、端子の傷レベルが0.03ｍｍ以下であること

ものづくり技術
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［事業計画名］

　パワー半導体ケースの生産において、自動端子挿入機を用いた連続端子の自動生産方式を確立。これ
により、生産の合理化を図り、顧客のコストダウン・短納期要求に対応する。

　市場が拡大するパワー半導体（モータの駆動、バッテリの充電、マイコンやLSIの動作など、電源の制御
や供給を行う半導体）において、競合先の新規参入や価格競争が激しくなることが予想される。そのうえ、
顧客からは一層のコストダウン・短納期が求められている。
　そこで本事業において、新しい生産方式を確立し、従来の品質を維持しつつ、製造コストの削減を目指し
た。今回の事業を成功させることで、利益率の維持、さらなるシェア拡大を実現させる。

　顧客要求に対応するため、パワー半導体の樹脂ケースの樹
脂部品及び端子部品の標準化が進んでいることに着目した。
標準化されているため、端子配列だけを変更するだけで多品
種への対応ができる。そこで、インサート成型によって金属
端子を樹脂ケースに挿入していた従来の生産方式をあらた
め、自動挿入機を活用した連続端子の自動挿入を目指した。
　自動挿入機による新方式は、従来方式に比べイニシャルコ
ストが大幅に削減できる。さらに、連続端子にすることで金
属部品のロス費用が削減でき製品コストも低減できる。しか
し、従来方式と同等以上の品質を実現することが不可欠で
あった。そこで、経験豊富な社内金型部門と機器メーカーが
協力して試作トライを繰り返し、品質確保を実現した。
　本事業の成果の一つに、連続端子挿入技術を得たことが
ある。これによって、これまで対応できなかった多極コネクタ
分野（自動車関連）にも参入することが可能になる。扱い製
品が増えることで新規顧客との取引開始の可能性が高まり、
売上増加につながると期待している。

金型製作からプレス加工、成形加工までの一貫生産。特に、
金属と樹脂を組み合わせた複合加工を得意とする。

　1980年の創業当初はプレス金型の設計・製作からスター
トし、その後プレス機を導入してのプレス加工、1992年から
は成形機を導入し、プラスチック金型製作及びプラスチック
成形加工まで手掛けることになり、常にニーズに即した事業
展開を図ってまいりました。
　当社が掲げる経営理念、“現代社会のニーズに対応できると
同時に、近未来への発想・想像に邁進できる企業作り” は正
にこれを実行し現在に至っております。本事業も、顧客ニーズ
を実現するために同業者に先がけて実施したものです。
　これからも、一歩先のニーズを見据えた自由な発想・想像
を持てる職場環境づくりを強く推し進めていきたいと考えま
す。現在は技術によっては設備で買える時代であり、競争優
位の差別化はそこに集まった組織の “人材” であることは間違
いありません。この “人材” の自己実現へ向けた育成こそが、
ニーズを的確に捉え、社会の豊かさの一助となる会社づくり
の礎であると確信しております。 社会か
らまたお客様から必要とされる企業作り
を進めてまいります。

取り組みの背景

取り組みの目標

取り組み内容 課題解決の決め手は
経験豊富な「職人｣
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仕事の余裕と蓄積した
生産自動化のノウハウ

POINT
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　技術的課題は、インサート成形と同等以上の端子保持力と
位置精度の実現、端子の傷レベル0.03ｍｍ以下にすること
である。これらの課題解決には、高精度金型が不可欠であ
る。金型を製作する経験豊富な「職人」が多数社内にいるこ
とで高精度金型製作が可能になり、課題解決に結びついた。

　目前の単純作業に追われず、社員が余裕を持って働くこと
で顧客要求に対応する知恵が生まれると考えている。余裕
を生み出すため、以前から様々な自動機を導入し生産の自
動化を進めてきた。そのような取り組みと蓄積した生産自動
化のノウハウが、新生産方式実現の基礎となった。
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事業内容

CADシステム、マシニングセンター、３Dプリンター、３次元測
定器、表面粗さ計、硬度計、X線検査装置 等
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主要生産設備

同社の強み

社内一貫生産と豊富な金型製作の経験、
海外生産で、高精度・短納期・低コストの

製品づくりが実現

豊富な技術と創造力で
　　　　　 時代のニーズに応える

代表取締役
水落  光利氏

連続端子挿入加工機 加工後


